
Ⅰ　教育委員会と教育予算





１．教育委員会
 

（１） 教育委員会のしくみ

　教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、教育に関する事

務を処理するために、地方公共団体の長から独立して設置された合議制の執行機関です。

　立川市教育委員会は市長が市議会の同意を得て任命した５人の委員で組織されており、委員の

任期は４年。委員長は委員の中から選挙によって選ばれ、会議を主宰し委員会を代表します。ま

た、委員会の権限に属するすべての事務を管理執行するために、委員の中から教育長を選出し、

任命します。

　教育委員会の会議は定例会と臨時会があり、定例会は原則として毎月第２・第４木曜日に、臨

時会は必要に応じて開催されます。

（２） 教育委員
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福田委員長 田中委員（委員長職務代理者）

古岡委員 澤教育長平山委員

（平成２４年８月１日現在）

任　　　期住　　　所氏　　　名職　　　名

自 ２３. １２. ２５
至 ２７. １２. ２４

国分寺市北町 福 　 田 　 一 　 平 
ふく だ いっ ぺい

委　員　長

自 ２０. １２. ２４
至 ２４. １２. ２３

立川市砂川町 田 　 中 　 健 　 一 
た なか けん いち委　員　長

職務代理者

自 ２０. １２. ２４
至 ２４. １２. ２３

国立市東 古 　 岡 　 邦 　 人 
ふる おか くに と

委　　　員

自 ２３. １２. ２５
至 ２７. １２. ２４

立川市砂川町 平 　 山 　いづみ
ひら やま

委　　　員

自 ２０. １１. ２１
至 ２４. １１. ２０

あきる野市山田 澤 　　　 利 　 夫 
さわ とし お

教　育　長

（任期は委員任期）



（３） 歴代教育委員および委員長・教育長

　立川市教育委員会の教育委員については、旧教育委員会法の規定に基づき、昭和２５年１１月１０日

に、また、旧砂川町教育委員会の教育委員については、昭和２５年１０月５日にそれぞれ第１回の選

挙を行い、公選制の委員を選出。その後、昭和３１年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」の施行によって、昭和３１年１０月１日から、市長、町長の任命制の委員となりました。昭和３８

年５月１日の立川市・砂川町の合併により、旧砂川町委員は、砂川地区教育行政諮問委員（４名）

として、昭和４０年３月まで存置され、昭和３８年６月２５日、１名の委員が任期満了となったので、

この機会に砂川地区から委員を選出して、現在に至っています。 
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①歴代教育委員

ア　立川市教育委員

在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
S４７. １２. １８～S５１. １２. １７塚 田　 清S２５. １２. １～S３１. ９. ３０鈴 木 貞 治
S３８. ６. ２６～S４２. ６. ２５荒 井 久 義S２５. １２. １～S３１. ９. ３０村 瀬 正 成
S４２. ６. ２６～S４６. ６. ２５S３２. １０. ３～S３６. １０. ２
S４６. ６. ２６～S５０. ６. ２５S３６. １０. ３～S４０. １０. ２
S３９. ３. ２６～S４３. ３. ２５天 谷 貞 三S４１. ９. ２８～S４５. ９. ２７
S４３. ３. ２９～S４７. ３. ２８S２５. １２. １～S３１. ９. ３０野 田 芳 作
S４５. ９. ３０～S４９. ９. ２９榎 戸 辰 二S３１. １０. １～S３２. １０. １
S４５. ９. ３０～S４７. ５. １植 田 栄 一S２５. １２. １～S２７. １１. ３０関　 球 子
S５０. １１. ５～S５１. ５. １S２５. １２. １～S２６. ５. ２４闍 島 豊 作
S５１. ５. ２～S５５. ５. １S２６. ５. ２５～S２７. ６. ２２平　 三 郎
S４７. ５. ２～S５０. ６. ４砂 川 昌 平S２７. ６. ２３～S２８. ６. １０馬 場　 操
S４７. １２. １８～S５１. １２. １７五十嵐　栄　治S２７. １２. １～S３１. ９. ３０青 木 千 尋
S５１. １２. ２３～S５５. １２. ２２S２８. ６. １１～S２９. ６. ３大　路　権次郎
S５５. １２. ２３～S５９. １２. ２２S２９. ６. ４～S３０. ４. ３０浜 田 禎 三
S５９. １２. ２４～S６２. ５. ２６S３０. ５. １３～S３１. ９. ３０早稲田　英　章
S５０. ６. ２６～S５４. ６. ２５望 月 イ トS３１. １０. １～S３２. １０. ２木 村 政 長
S５４. ７. ９～S５８. ７. ８S３１. １０. １～S３２. １０. ２中 村 富 雄
S５０. ６. ２６～S５４. ６. ２５宮 崎　 糺S３１. １０. １～S３２. ７. ２５西 田　 稔
S５４. ７. ９～S５８. ７. ８S３１. １０. １～S３５. ９. ３０青 木 義 雄
S５１. １２. ２３～S５５. １２. ２２櫻 井　 喬S３５. １０. １～S３９. ９. ３０
S５５. １２. ２３～S５９. １２. ２２S３９. １０. １０～S４３. １０. ９
S５５. ９. ６～S５９. ９. ５比留間　　　明S４３. １０. １０～S４５. ９. １０
S５９. ９. ７～S６３. ９. ６S３２. １０. ３～S３５. １０. ２山　口　福太郎
S５８. １０. ８～S６１. ７. ３１小　牧久礼三郎S３２. １０. ３～S３４. １０. ２三 科 浩 三
S５８. １０. ８～S６２. １０. ７清 水 一 郎S３２. １０. ３～S３３. １０. ２武 田 一 郎
S６２. １０. １４～H ３. １０. １３S３３. １０. ３～S３７. １０. ２及　川　啓次郎
H３. １０. １４～H ７. １０. １３S３４. １２. ２２～S３８. １２. ２１鈴 木 辰 三
S５９. １２. ２４～S６３. １２. ２３笠 井 照 保S３５. １０. ２４～S３６. １２. ４守 重　 芳
S６３. １２. ２４～H ４. １２. ２３S３７. ９. ２８～S３９. １０. ２３塚 田　 清
H ４. １２. ２４～H ８. １２. ２３S３９. １０. ２４～S４３. １０. ２３
H ８. １２.  ２４～H１２. １２. ２３S４３. １０. ２４～S４７. １０. ２３
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在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
H１５. １２. ２２～H１９. １２. ２１藤 本　 靖S６１. １０. ６～S６２. １０. ７濱 野 成 生
H１２. ４. １～H１２. １１. ２０大 澤 祥 一S６２. １０. １４～H ３. ３. ３１
H１２. １１. ２１～H１６. １１. ２０S６２. １１. １４～S６３. １２. ２３志 村 順 子
H１６. １１. ２１～H２０. ６. ２５S６３. １２. ２４～H ４. １２. ２３
H１２. １２. ２４～H１４. ３. １４森 谷 健 之H ４. １２. ２４～H ８. １２. ２３
H１４.   ５. ２８～H１６. １２. ２３村 田 有 弘H ８. １２.  ２４～H１２. １２. ２３
H１５. １２. １８～H１９. １２. １７小 林 章 子H１２. １２. ２４～H１６. １２. ２３
H１６. １２. ２４～H２０. １２. ２３古 木 光 義S６３. １１. ２１～H ３. １２. ６中 島　 寛
H１６. １２. ２４～H２０. １２. ２３牧 野 征 夫H ３. ６. ２７～H ３. １０. １３今 井　 弘
H１９. １２. ２５～H２３. １２. ２４中 村 祐 治H ３. １０. １４～H ７. １０. １３
H１９. １２. ２５～H２３. ８. ３１宮 田 由 香H ７. １０.  １４～H１１. １０. １３
H２０.   ６. ２６～H２０. １１. ２０澤　 利 夫H１１. １０. １４～H１５. １０. １３
H２０. １１. ２１～　  　　　H ３. １２. ２６～H ４. １１. ２０小 山 祐 三
H２０. １２. ２４～　  　　　田 中 健 一H ４. １１. ２１～H ８. １１. ２０
H２０. １２. ２４～　  　　　古 岡 邦 人H ８. １１.  ２１～H１２. ３. ３１
H２３. １２. ２５～　  　　　福 田 一 平H ７. １２.   ７～H１１. １２. ６中 野 隆 右
H２３. １２. ２５～　  　　　平　山　いづみH１１. １２. ２２～H１５. １２. ２１藤 本　 靖

イ　旧砂川町教育委員

在　職　期　間名　　前在　職　期　間氏　　名
S３１. １０. １～S３３. ９. ３０松 本 一 晴S２７. １０. ６～S３０. ４. ２０宮崎　伝左ヱ門
S３１. １０. １～S３２. ９. ３０鈴 木　 勇S２７. １０. ６～S３１. ９. ３０宮 野 卯 一
S３２. １０. １～S３６. ９. ３０島　田　平四郎S２７. １０. ６～S３１. ９. ３０園 部 半 三
S３６. １０. １～S３７. ３. ３１S２７. １０. ６～S３１. ９. ３０天 城 仁 朗
S３３. １. ２９～S３５. ９. ３０中 丸 長 蔵S２７. １０. ２３～S２８. １０. ３１荒 井 義 美
S３３. １０. １～S３７. ３. ３１小谷野　甲　子S２８. １１. １～S３０. ４. ３０内 野 茂 雄
S３５. １２.  ２１～S３８.   ３　 砂 川 昌 平S３０. ５. １２～S３１. ９. ３０宿　谷　孫四郎
S３５. １２. ２１～S３８. ４. ３０大 道 祖 来S３１. １０. １～S３２. １１. ５小 林 英 嗣
S３７. ４. ３０～S３７. ９. ３０吉 沢　 浩S３１. １０. １～S３５. ９. ３０網 代　 孝
S３７. １０. １～S３８. ４. ３０S３１. １０. １～S３４. ９. ３０砂 川 ち よ
S３７. ４. ３０～S３８. ４. ３０須 崎 志 摩S３４. １１. ２４～S３８. ４. ３０

ウ　立川市砂川地区教育行政諮問委員

在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
S３８. ５. １～S４０. ３. ３１須 崎 志 摩S３８. ５. １～S４０. ３. ３１砂 川 ち よ
S３８. ５. １～S４０. ３. ３１大 道 祖 来S３８. ５. １～S４０. ３. ３１吉 沢　 浩

②　歴代教育委員長

在　職　期　間氏　　名
S２５. １２. １～S２８. ６. １７鈴 木 貞 治
S２８. ６. １８～S３２. １０. １野 田 芳 作
S３２. １０. ３～S４０. １０. ２村 瀬 正 成
S４０. １１. ２６～S４１. １１. ２５塚 田　 清
S４１. １１. ２６～S４２. １１. ２５天 谷 貞 三
S４２. １１. ２６～S４７. ６. ２９荒 井 久 義
S４７. ６. ３０～S４９. ９. ２９榎 戸 辰 二
S４９. １２. ６～S６０. １２. ２６五十嵐　栄　治
S６０. １２. ２７～H ７. １０. １３清 水 一 朗
H  ７. １０. ２６～H ９. １２. ２３笠 井 照 保
H  ９. １２. ２４～H１２. １２. ２３志 村 順 子
H１２. １２. ２５～H１６. １２. ２３
H１６. １２. ２４～H１９. １２. ２１藤 本　 靖
H１９. １２. ２５～H２０. １２. ２３古 木 光 義
H２０. １２. ２４～H２３. １２. ２３中 村 祐 治
H２３. １２. ２６～　  　　　福 田 一 平

③　歴代教育長

在　職　期　間氏　　名
S２５. １２. １～S３０. ４. ２６石 川　 積
S３０. ４. ３０～S４５. ９. １０青 木 義 雄
S４５. ９. ３０～S４７. ５. １植 田 栄 一
S５０. １１. ５～S５５. ５. １
S４７. ５. ２～S５０. ６. ４砂 川 昌 平
S５５. ９. ６～S６３. ９. ６比留間　　　明
S６３. １１. ２１～H ３. １２. ６中 島　 寛
H ３. １２.  ２６～H１２. ３. ３１小 山 祐 三
H１２.   ４.   １～H２０. ６. ２５大 澤 祥 一
H２０. ６.  ２６～　  　　　澤　 利 夫
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（４） 教育委員会年表

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・立川第一尋常小学校（現二小）が開

校

・立川青年学校が設立される

・立川第二尋常小学校（現三小）が開

校

・立川第三尋常小学校（現四小）、立川

第四尋常小学校（現五小）が開校

・立川尋常高等小学校を立川国民学校

（現一小）、立川第一尋常小学校を立

川第一国民学校（現二小）、立川第二

尋常小学校を立川第二国民学校（現

三小）、立川第三尋常小学校を立川第

三国民学校（現四小）、立川第四尋常

小学校を立川第四国民学校（現五小）

に改称

・砂川尋常高等小学校を砂川国民学校

（現八小）、西砂川尋常高等小学校を

西砂川国民学校（現九小）に改称

・全市学童疎開始まる

・立川国民学校を柴崎国民学校（現一

小）、立川第一国民学校を曙国民学校

（現二小）、立川第二国民学校を錦国

民学校（現三小）、立川第三国民学校

を富士見国民学校（現四小）立川第

四国民学校を高松国民学校（現五小）

に改称

・小学校で学校給食を開始

・立川第一中学校が都立第二中学校内

に立川第二中学校が曙小学校内に開

校

・柴崎国民学校を柴崎小学校（現一小）、

曙国民学校を曙小学校（現二小）、

昭和 ４.  ９.

１０.  ４.

１２.  １.

１５. １１.

１６.  ４.

１９.  ４.

２１.  １.

２２.  ４.

・普済寺に郷学校（現一小）が開設さ

れる

・砂川８番組に共同学舎（現八小）が

創立される

・流泉寺境内に西砂川小学校（現九

小）が開設される

・砂川５番組の私有地に私塾が開かれる

・郷学校が�頴学舎（現一小）に改称

・砂川５番組の私塾が中砂川小学校と

なる

・共同学舎は砂川９番組に校舎を新築

し移転し東砂川小学校となる

・�頴学舎が柴崎学校（現一小）に改

称、普済寺から移転

・柴崎村が立川村に改称したことによ

り、柴崎学校が立川学校（現一小）

に改称

・中里新田の林泉寺に西砂川学校の分

校（現西砂小の前身）が開設される

・立川学校が高等科を併置し、立川尋

常高等小学校（現一小）に改称

・西砂川小学校を西砂川尋常小学校

（現九小）に改称

・立川尋常高等小学校が高等科を廃し、

立川尋常小学校（現一小）に改称

・立川尋常小学校が再び高等科を併置

し、立川尋常高等小学校（現一小）

に改称

・中砂川学校と東砂川学校が合併し、

砂川尋常小学校（現八小）となる

・砂川尋常小学校を砂川尋常高等小学

校（現八小）に、西砂川尋常小学校

を西砂川尋常高等小学校（現九小）

に改称

・立川実業補修学校（後の立川青年学

校）が設立認可される

・立川尋常高等小学校が現在の一小の

地に校舎を新築し、移転

・立川氏館跡が都の史跡に指定される

・立川村教育会が発足

明治 ３.  ３.

５.  ５.

６.

８.

７.

２.

８.  ３.

１４.  ４.

１５.    

２０.  ４.

２３. １０.

２５.  ３.

２８.  ４.

３３.  ７.

９.

４２.  ２.

大正 ３. １０.

８. １０.

１１.  ３.

第三小学校（昭和１２年）



－15－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・立川第三中学校の新校舎が現在の七

小の地に完成し、移転

・立川第三中学校に夜間部を併設

・小学校の臨海学校（秋谷海岸）始まる

・柴崎小学校を第一小学校、曙小学校

を第二小学校、錦小学校を第三小学

校、富士見小学校を第四小学校、高

松小学校を第五小学校、羽衣小学校

を第六小学校に改称

・中学校の林間学校（山中湖）始まる

・普済寺「六面石幢」が国宝に指定さ

れる

・小学校特殊学級が初めて一小内に設

置される

・立川公園野球場を開設

・「普済寺釈迦牟尼坐像」「普済寺保存

の板碑群」「八幡神社本地仏像」「満

願寺聯」「柴崎分水訴願状」を市指定

有形文化財に、「大和田遺跡」「八幡

神社本殿跡」「満願寺跡」「柴崎分水」

を市指定史跡に、「八幡神社大ケヤ

キ」を市指定天然記念物に指定

・市長の任命による教育委員会が発足

・北多摩高校を都へ移管

・各小学校の防音改築工事始まる

・立川第三中学校が羽衣町に移転、中

学の特殊学級も開設される

・第七小学校が三中あとに開校

・教育研究室を市役所内に開設

・第四小学校に北多摩地区科学セン

ターが設置される

・砂川町公民館が開館

・臨海学校が岩井海岸へ移る

・立川公園陸上競技場を開設

・立川市と砂川町の合併により、砂川

町立砂川中学校を立川市立砂川中学

校（現四中）、砂川町立砂川小学校を

立川市立砂川第一小学校（現八小）、

砂川町立西砂川小学校を立川市立砂

川第二小学校（現九小）に改称

昭和２６.  ６.

  ２７.  ５.

８.

２８.  ４.

７.

１１.

２９.  ４.

３０.  ３.

３１. １０.

３２.  ３.

３３.  １.

３.

３４.  ４.

７.

１０.

３８.  ５.

　錦国民学校を錦小学校（現三小）、富

士見国民学校を富士見小学校（現四

小）、高松国民学校を高松小学校（現

五小）に改称

・砂川国民学校を砂川小学校（現八小）、

西砂川国民学校を西砂川小学校（現

九小）に改称

・砂川中学校（現四中）が西砂川小学

校内に開校、砂川小学校内に分校を

置く

・市民憩いの家（公民館の前身）が開

設される

・市立新制高校（定時制・現北多摩高

校）が柴崎小学校内に開校。２４年に

一中内に移り、２６年に全日制となり

立川短大内に移る

・各学校にＰＴＡ発足

・砂川中学校が砂川５番に校舎を新築

移転、分校も松中地区に新築

・市民憩いの家は、市に移管され、立

川市公民館に改称

・立川第一中学校が柴崎町に、立川第

二中学校が曙町に校舎を新築移転

・第１回全国地方都市教育長並びに教

育課長会議が立川市で開かれる

・羽衣小学校（現六小）が開校

・教育委員会設置、初の教育委員選挙

を執行（定数４人に８人が立候補）

・市教育委員会が発足、第１回委員会

を開会し、鈴木貞治を委員長に推薦

・小学校で完全給食を実施

・立川第三中学校が至誠学舎内に開校

昭和２２.  ４.

１１.

２３.  ４

６.

２４.  ３.

１０.

２５.  ４.

１１.

１２.

２６.  ２.

４.

立川市公民館（昭和３０年頃）



－16－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・けやき台小学校が開校

・西砂小学校が九小分校より独立開校

・「獅子舞」を市無形民俗文化財に指定

・南富士見小学校が開校

・見影橋公園（野球場兼陸上競技場）

を開設

・移動図書館「大空号」が巡回開始

・教育相談室が第三小学校内に移転

・第一学校給食共同調理場が完成し、

小学校５校（九小・十小・けやき台小・

西砂小・南富士見小）でセンタ－方

式の学校給食始まる

・岩井臨海施設の廃止決める

・第一小学校、創立１００周年記念式典を

挙行

・南砂小学校が開校

・「諏訪神社本殿附棟札」「旧八幡神社

本殿附棟札」「阿豆佐味天神社本殿附

棟札」「公私日記」「勝坂式土器」を

市指定有形文化財に指定

・立川市公民館改築、図書室を設置

・幸小学校、若葉小学校、松中小学校

が開校

・心身障害児指導室が福祉会館に開設

される

・大和田遺跡の発掘調査始まる（第３次）

・公民館砂川分館を幸分館に改称

・大山小学校が開校

・公民館本館を中央公民館に改称

・多摩川緑地野球場を開設

・砂川公民館が新築開館、図書室を設置

・見影橋公園水泳場を開設

・立川第六中学校が開校

・生活指導相談員制度が発足、三小に

相談室を設置

・山梨県清里高原にハイキングコース

を設定

・第二学校給食共同調理場を開設

・「柴崎村野帳附柴崎村絵図」「立川村

十二景」を市指定有形文化財に指定

昭和４１.  ９.

４２.  ４.

９.

１２.

４３.  ６.

７.

９.

４４.  １.

１２.

４５.  ３.

４.

１１.

４６.  ２.

４.

６.

８.

１０.

４７.  ４.

４８.  ３.

４.

６.

７.

４９.  ７.

５０.  ５.

７.

９.

５１.  ３.

・砂川町公民館を立川市公民館砂川分

館に改称

・「諏訪神社獅子頭及び太鼓胴」を市指

定有形文化財に指定

・練成館を開設

・砂川中学校を砂川第一中学校（現四

中）に改称

・砂川中学校の分校は廃止され、砂川

町に砂川第二中学校（現五中）が独

立開校

・砂川第一小学校に分校（後の十小）

を設置

・立川公園水泳場開設

・「砂川分水・柴崎分水取水口」「蚕影

神社跡」「巴河岸跡」「残堀川旧水路

跡」を市指定史跡に指定

・全中学校でミルク給食始まる

・砂川第一小学校を第八小学校、砂川

第二小学校を第九小学校、砂川第一

小学校分校を第十小学校、砂川第一

中学校を立川第四中学校、砂川第二

中学校を立川第五中学校に改称

・第十小学校が第八小学校内に開校

・立川第四中学校が校舎を新築移転、

あとに第十小学校が移る

・八ヶ岳山荘（旧第一山荘）を開設、

同時に山荘を利用した中学生の林間

学校を始める

・「銅鉦鼓」が都有形文化財に指定され

る

・市青少年問題協議会が「家庭の日」

（毎月第２日曜日）を設ける

昭和３８.  ５.

３８.  ６.

３９.  ４.

７.

８.

１２.

４０.  ４.

５.

７.

１１.

４１.４.

八ヶ岳第一山荘（取壊済）での林間学校



－17－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・第５回立川マラソンを開催。ハーフ

マラソンが日本陸連の公認となる

・泉町野球場を開設

・若葉会館が開館

・若葉図書館が開館

・教育委員会事務局が民間ビル（中村

ＬＫビル）に移転

・こぶし会館が開館

・幸図書館が開館

・一番町少年野球場を開設

・羽衣中央会館が開館

・泉町運動場庭球場・ゲートボール場を開設

・大町市で初めてのふるさと体験交流

を実施

・外国人英語指導制度を導入

・全図書館にブックポストを設置

・中学校情緒障害（登校拒否）生徒受

入学級を開設

・天王橋会館が開館

・公民館４館にパソコンルームを開設

・「小林家住宅」を市指定有形文化財に

指定

・幸公民館が開館

・柴崎会館が開館

・「砂川十番組大のぼり」を市指定有形

文化財に指定

・八ヶ岳山荘本館・体育館等を開設

・歴史民俗資料館、体験学習室等を増

築

・小学校の八ヶ岳自然教室を始める

・生涯学習推進計画を策定

・学校週５日制がスタート

・市民体育館を泉市民体育館に改称

・多摩川図書館屋外閲覧所を開設

・柴崎市民体育館を開館

・教育委員会事務局が民間ビル（錦町

秀栄ビル）に移転

・さかえ会館が開館

・社会教育関係団体登録制度スタート

・川越道緑地古民家園が開園

昭和６１.  ３.

４.

５.

１１.

６２.  ５.

７.

８.

６３.  ６.

７.

８.

１２.

平成元.  ４.

６.

１０.

１２. 

２.  ６.

７.

３.  ３.

７.

４.  ５.

８.

９.

１０.

５.  ２.

５.

６.

９.

１０. 

・立川第二中学校で初の校庭スポーツ

開放を開始

・柏小学校が開校

・初の五月祭を中央公民館で開催

・立川第七中学校、立川第八中学校、

多摩川小学校が開校

・立川市図書館設置。公民館図書室

（柴崎・砂川・幸）と移動図書館を

図書館へ移管

・西砂図書館が開館

・西砂公民館が開館

・多摩川図書館が開館

・立川第九中学校が開校

・中里野球場を開設

・第九小学校が創立１００周年記念式典

を挙行

・市民体育館が開館

・高松公民館が開館

・西砂庭球場を開設

・高松図書館が開館

・市教育委員会発足３０周年で記念講演

会開く

・第１回心身障害者スポーツ大会を開

催

・第１回立川マラソンを開催

・「多摩川魚撈具」を市指定有形民族文

化財に指定

・練成館に相撲場を開設

・上砂川小学校が開校

・滝ノ上会館が開館

・こんぴら橋会館が開館

・緑町運動広場を開設

・高松会館が開館

・教育相談室が錦地域センター内に移

転

・錦公民館が開館

・八ヶ岳第二山荘（現在の宿泊棟）を開設

・第１回中学校総合体育大会を開催

・歴史民俗資料館が開館

・錦図書館が開館

昭和５１.  ７.

５２.  ２.

５.

５３.  ４.

７.

５４.  １.

４.

１１.

５５.  ３.

４.

６.

１２.

５６.  ９.

５７.  ３.

７.

５８.  １.

４.

５.

７.

５９.  ４.

５.

６０.  ７.

８.

１２. 



－18－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・開かれた教科書採択、市民参加で実

施

・学校規模適正化地域協議会設置

・我が国初の狂牛病（ＢＳＥ）感染牛

が発見され、牛肉・牛加工品の学校

給食使用自粛

・「立川氏文書」を市指定有形文化財に

指定

・池田小学校児童殺傷事件に伴い、安

全対策として全校に監視カメラ設置

・学校週５日制完全実施

・中学校給食全校で実施

・小・中学校全校の校舎、体育館の耐

震診断が終了

・小学校１校、中学校４校で二学期制

を導入

・学校指定変更の条件緩和

・教育情報紙「たっち」創刊

・「玉川上水」が指定史跡に指定される

・教育委員会委員に保護者委員の公募

を実施

・「旧梅田診療所」が国登録有形文化財

に登録される

・南富士見小学校、多摩川小学校を廃

し、新生小学校を開校

・小学校３年生以上の全学級で算数の

少人数指導を実施

・小学校１年生３１人以上の学級に学校

生活協力員を派遣

・立川教育フォーラムを開催

・中学校の全校で二学期制を導入

・中学校の全学級で数学の少人数指導

を実施

・学校教育サポートセンター準備室を

開設

・適応指導教室「たまがわ」を開設

・昭島市と共催で「第２５回立川・昭島

マラソン」を開催

・第七小学校に言語障害学級「ことば

の教室」を開設

平成１３. ７.

９.

１４. ３.

４.

１５. １.

４.

６.

８.

１２.

１６. ３.

４.

１７. １.

４.

９.

１８. ３.

４.

・中里多目的運動広場を開設

・図書館５館に蔵書検索端末機を設置

・諏訪神社の本殿等が全焼

・中央図書館が開館

・西砂会館が開館

・学校週５日制、月２回実施

・普済寺が全焼

・いじめ相談カードを配布

・体育施設電話予約システムスタート

・「普済寺釈迦牟尼坐像」焼失のため指

定解除

・立川公園新堤防運動広場を開設

・中学校給食の試行を開始

・移動図書館廃止

・「諏訪神社本殿附棟札」「八幡神社本

殿附棟札」焼失のため指定解除

・立川市公民館が開設５０周年迎える

・砂川中央地区北野球場・多目的運動

広場を開設

・ＣＡＴＶ双方向通信実験を開始

・立川市立学校適正規模等審議会答申

・教育委員会事務局組織の改正（２部

制の廃止）

・適応指導教室を開設

・中央公民館全国優良公民館表彰受賞

・砂川中央地区支所前庭球場・多目的

運動広場・ゲートボール場を開設

・歴史民俗資料館常設展示室模様替え

・緑町運動広場を廃止

・砂川中央地区支所東野球場・ゲート

ボール場を開設

・インターネットを全校に導入

・上砂図書館、上砂会館が開館

・中学校給食本格実施

・「中野家住宅」が国登録有形文化財に

登録される

・立川市立学校規模適正化実施方針を

策定

・第八小学校、創立１００周年記念式典を

挙行

平成 ５. １０.

６.  ２.

７.  １.

２.

８.  ７.

９.  ２.

３.

６.

１０. 

１１.

１０.  ２.

３.

４.

６.

１１.

１１.  ３.

４.

９.

１２.  ４.

１２. １１.

１３.  ２.
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事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
　導入

・教育委員会が市役所新庁舎（泉町）

へ移転

・「教育センター」を開設

 ・幸・錦図書館へ指定管理者制度を試

行導入

・地域学習館運営協議会発足

・「スクールソーシャルワーカー」の導入

・砂川学習館に立川市砂川地域歴史と

文化の資料コーナーを開設

・市指定史跡「巴河岸跡」「残堀川旧水

路跡」「柴崎分水・砂川分水取入口」の

指定を解除

・新学校給食共同調理場（仮称）整備

運営事業の落札者決定

・小・中学校全校の校舎、体育館の耐

震補強工事が終了

・スクールカウンセラーを小学校８校

に配置

・小学校全校に学校図書館システム設

置が完了

・小学校地上デジタル放送対応工事が

終了

・小中学校普通教室に空調機設置工事

が完了

・教育目標を改定

・立川シティハーフマラソン２０１２を開催

・小林家住宅母屋北・東面屋根の茅を

葺き替え

・中学校地上デジタル放送対応工事が

終了

・特別支援教育課の設置

・立川第三中学校に情緒障害等通級指

導学級を開設

・全中学校において、三学期制による

教育課程を編成、実施

・学力向上推進研究校を小学校２校、

中学校１校に指定

平成２２. ４.

５.

６.

９.

１０.

１２.

２３. ３.

４.

８.

９.

２４. ３.

４.

５.

・松中小学校に情緒障害学級「はらっ

ぱ学級」を開設

・錦町庭球場・フットサル場を開設

・見影橋公園水泳場を廃止

・学習等供用施設に指定管理者制度導

入

・学校教育サポートセンターを開設

・特別支援教育ヘルプデスクを開設

・特別支援教育の実施

・公民館を廃止、新たに地域学習館と

して開設

・「たちかわ市民交流大学」を開講

・特別支援教育報告会を開設

・文部科学省「人権教育総合推進地域

事業」の地域指定

・「スクールインターンシップ」の導入

・「就学支援シート」の実施

・見影橋公園ミニ・スポーツ施設を開

設

・全小中学校に特別支援教育支援員を

配置

・小学校全校に学校図書館支援指導員

を配置

・新生小学校の運動場を芝生化

・人権教育推進イベントを開催

・立川市教育委員会の点検・評価を実

施

・「たちかわ中央公園スケートパーク」

を開設

・地域学習館運営協議会準備会発足

・中学校部活動選択による指定校変更

制度開始

・八ヶ岳山荘に指定管理者導入

・「旧石井家住宅主屋・長屋門・土蔵」

を市指定有形文化財に指定。木造大

日如来坐像が重要文化財に指定され

る

・国の補助金等を活用し、全校に地上

デジタル放送対応テレビ設置

・柴崎市民体育館へ指定管理者制度を

平成１８. ４.

１０.

１９. ４.

１０. 

２０. ３.

４.

５.

７.

１０.

１２. 

２１. ３.

４.

７.

２２. ３.

４.
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（５） 平成２３年度教育委員会審議状況

結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第１２号　立川市教育委員会表彰について  （１）議案第７回定例会
４月 １４日（木）

可決議案第１３号　立川市就学支援等検討委員会規程の一部
を改正する規程について（２）

立川市教育委員会の教育目標について（１）協議

東北地方太平洋地震における対応等について  （１）報告

立川市職員の人事異動について   （２）

小学校スクールカウンセラーの配置について（３）

平成２２年度教育委員会事業後援について   （４）

立川市教育委員会の教育目標について（１）協議第８回定例会
４月２８日（木）

立川市学校教育サポートセンター業務について（１）報告

市立学校の学級数・児童生徒数等について  （２）

立川公園野球場改修工事（第２期工事）について （３）

可決議案第１４号　立川市体育指導委員の委嘱について（１）議案第９回定例会
５月１２日（木）

立川市教育委員会の教育目標について（１）協議

泉市民体育館への指定管理者制度導入について（２）

幼保小の連携について（自由協議） （３）

可決議案第１５号　立川市立中学校使用教科用図書採択の基
本方針について（１）議案第１０回定例会

５月２６日（木）
第一小学校建替事業について（１）協議

小中一貫教育について（自由協議）（２）

今年度教育研究指定校等について（１）報告

可決議案第１６号　立川市学校給食運営審議会委員の任命に
ついて（１）議案第１１回定例会

６月８日（水）
林間施設の指定管理者の更新について（案）（１）協議

学習等供用施設の管理人退任に伴う感謝状の贈呈につ
いて（１）報告

柴崎市民体育館（指定管理者導入館）事業報告について（２）

幸・錦図書館（指定管理者試行導入館）事業報告について（３）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第１７号　立川市社会教育委員の委嘱について（１）議案第１２回定例会
６月２４日（金）

生涯学習・スポーツ部門の市長部局への移管について（１）協議

立川市民マラソン（仮称）について（２）

今年度の小中学校経営計画について（１）報告

可決議案第１８号　立川市スポーツ振興審議会委員の任命に
ついて（１）議案第１３回定例会

７月１４日（木）
教育委員会の点検・評価について（１）協議

６月議会報告について（１）報告

図書館の臨時休館について（２）

可決議案第１９号　立川市公立学校教員の内申について（１）議案第１回臨時会
７月１５日（金）

可決議案第２０号　立川市公立学校校長の内申について（２）

分限懲戒等について（諮問）（１）協議

第一小学校建替え事業報告会について（１）報告第１４回定例会
７月２８日（木）

可決議案第２１号　教育委員会点検・評価の基本方針について（１）議案第１５回定例会
８月１１日（木）

可決議案第２２号　懲戒処分等について（２）

中学校教科用図書採択（検討委員会報告他）について（１）協議

新学校給食共同調理場（仮称）整備運営事業について（１）報告

可決議案第２３号　平成２４年度使用立川市立中学校教科用図
書の採択について（追加議案）（１）議案第１６回定例会

８月２５日（木）
可決議案第２４号　平成２４年度使用立川市立小学校教科用図

書の採択について（２）

可決議案第２５号　平成２４年度使用立川市立小中学校特別支
援学級教科用図書の採択について（３）

可決議案第２６号　立川市教育委員会委員の人事について（４）

平成２４年度使用立川市立中学校教科用図書の採択につ
いて（１）協議

平成２４年度人事構想（学校）（２）

立川市スポーツ振興審議会条例の一部改正について（３）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第２７号　林間施設指定管理者候補者の選定につい
て（１）議案第１７回定例会

９月８日（木）
東京都教育委員会「学力向上を図るための調査」結果に
ついて（１）報告

泉市民体育館改修工事に伴うスポーツ振興課事務所移
転について（２）

平成２２年度決算について（１）報告第１８回定例会
９月１５日（木）

東京都「問題行動等」調査結果及び夏季休業後の児童生
徒の動向について（２）

立川市運動場（屋外体育施設）の見直し方針の策定につ
いて（３）

可決議案第２８号　教育委員会表彰について（１）議案第１９回定例会
１０月１３日（木）

可決議案第２９号　立川市学校給食運営審議会委員の任命に
ついて（２）

平成２４年度予算編成方針について（１）報告

立川シティハーフマラソン２０１２について（２）

教員に対する処分発令について（３）

可決議案第３０号　教育委員会処務規則の一部を改正する規
則について（１）議案第２０回定例会

１０月２７日（木）
可決議案第３１号　立川市文化財保護審議会委員（第１８期）の

選任について（２）

可決議案第３２号　立川市スポーツ振興審議会条例施行規則
の一部を改正する規則について（３）

可決議案第３３号　立川市体育指導委員規則の一部を改正す
る規則について　（４）

可決議案第３４号　立川市市民体育館条例施行規則の一部を
改正する規則について（５）

立川市学習等供用施設の指定管理者について（１）協議

学校規模適正化について（自由協議）（２）

９月議会報告について（１）報告

三学期制試行について（２）

平成２３年度教育委員会事業後援（上期）の概要報告につ
いて（３）

可決 三学期制について（１）協議第２１回定例会
１１月１０日（木）

古民家園屋根葺替工事について（１）報告

図書館の臨時休館について（２）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第３５号　立川市教育委員会表彰について（追加分）（１）議案第２２回定例会
１１月２４日（木）

可決議案第３６号　学習等供用施設指定管理者候補者の選定
について（２）

教育委員会の点検・評価について（１）協議

学校規模適正化について（２）

平成２４年度　立川市立中学校通級指導学級の体制につ
いて（１）報告

学習等供用施設「高松会館」の改修工事及び休館につい
て（２）

人事構想案（教育管理職）について（１）協議第２３回定例会
１２月９日（金）

教育委員会の点検・評価について（２）

立川市立第一小学校建替えに係る仮設校舎建設につい
て（１）報告

給食用食材の放射性物質検査の継続実施について（２）

陸上競技場倉庫裏での高い放射線量の検出について（３）

地域スポーツクラブの創設について（４）

平成２４年度学校教育の指針（案）について（１）協議第２４回定例会
１２月２２日（木）

学校給食におけるアレルギー事故の概要及び今後の対
応について（１）報告

選挙について（１）選挙第２回臨時会
１２月２６日（月）

可決議案第１号　平成２４年度学校教育の指針について（１）議案第１回定例会
１月１２日（木）

中学校卒業式告辞文の変更について（１）協議

１２月議会報告について（１）報告

入学式・卒業式の適正実施について（２）

請願書について（１）請願第２回定例会
１月２６日（木）

教育委員会の教育目標（案）について（１）協議

教育委員会の点検・評価について（２）

分限懲戒等について（諮問）（３）

インフルエンザの発生状況について（１）報告

中学校告辞文の変更について（２）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第２号　立川市公立学校副校長の内申について（１）議案第３回定例会
２月９日（木）

教育委員会の点検・評価について（１）協議

 立川市図書館条例の一部改正について（２）

 平成２４年度予算案について（１）報告

立川シティハーフマラソン２０１２について（２）

可決議案第３号　懲戒処分等について（１）議案第１回臨時会
２月１３日（月）

可決議案第４号　教育委員会の点検・評価について（１）議案第４回定例会
２月２２日（水）

可決議案第５号　平成２４年度立川市立学校校長候補者の内
申について（２）

可決議案第６号　平成２４年度立川市立学校副校長候補者の
内申について（３）

インフルエンザの発生状況について（１）報告

新学校給食共同調理場（仮称）整備運営事業について（２）

可決議案第７号　立川市文化財保護審議会委員の選任につ
いて（追加分）（１）議案第５回定例会

３月８日（木）
教育委員会の教育目標（案）について（１）協議

分限懲戒等について（諮問）（２）

平成２３年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」
結果について（１）報告

平成２３年度「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運
動習慣等調査（東京都統一体力テスト）」結果について（２）

平成２４年度立川市立中学校の教育課程の編成について（３）

地区図書館への指定管理者制度導入の拡大と継続につ
いて（４）

可決議案第８号　懲戒処分等について（１）議案第６回定例会
３月２１日（水）

可決議案第９号　教育委員会職員の人事異動について（２）

可決議案第１０号 立川市教育委員会教育目標の改定について（３）

可決議案第１１号 立川市教育委員会処務規則の一部を改正す
る規則について（４）

可決議案第１２号 立川市教育委員会職員の勤務時間等に関す
る規程の一部を改正する規程について（５）

可決議案第１３号 立川市就学支援等検討委員会規程の一部を
改正する規程について（６）

可決議案第１４号 平成２４年度使用立川市立小中学校特別支援
学級教科用図書の採択について（追加）（７）

可決議案第１５号 立川市スポーツ推進委員の委嘱について（８）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

学校規模適正化について（１）協議

専決処分等について（１）報告



（６） 教育委員会表彰
 

　立川市教育委員会では、有益な調査・研究、特に模範とする行為、教育・文化の振興における

功績、体育その他の文化活動において特に優秀な成績をあげた個人または団体を、立川市教育委

員会表彰規程に基づき表彰しています。

①平成２３年度教育委員会表彰該当者

ア．立川市教育委員会表彰規程　第２条第２号（市立学校の児童・生徒）に該当する者

イ．立川市教育委員会表彰規程　第２条第３号（市立学校の児童・生徒）に該当する者
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該当内容学校名等該当者名

民家火災の初期消火活動第八小学校

角田　龍之介

西牧　裕太郎

深沢　龍禎

該当内容学校名等該当者名

第２８回全国小・中学生作品コンクール

センバス・グループ賞（生活科部門）
幸小学校土屋　翔栄

２０１１年世界ローラースケートスピード選手権大会に出場立川第二中学校川畑　有彩

第３５回関東中学校水泳競技大会

男子１００ｍ自由形第７位
立川第二中学校二ノ宮　永慈

第５６回日本泳法大会（全国）

泳法競技ジュニアクラス女子の部　秀（第１位）
立川第四中学校大塚　有希子

第３９回関東中学校陸上競技大会

２年男子１００ｍ第７位
立川第五中学校丸山　亜室

第１９回全国中学生空手道選手権大会

男子団体形の部第１位
立川第五中学校

河野　翔一

小嶋　春輝

清水　拓臣

森本　駿平

第５回全国中学生少林寺拳法大会

団体演武　５名　予選１１位
立川第七中学校少林寺拳法部

第５回　全国中学生少林寺拳法大会

単独演武　予選１１位
立川第七中学校芝間　涼花

第５回　全国中学生少林寺拳法大会

単独演武　予選１２位
立川第七中学校山口　芽依



ウ．立川市教育委員会表彰規程　第３条第２号に該当する者

エ．立川市教育委員会表彰規程　第３条第３号（在住在勤者、市内学校、市内の公共団体）に該

当するもの 
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該当内容学校名等該当者名

第７回フューチャーカップ（体操国際大会）

１６歳以下の部　個人総合第１位
北村　郁弥

平成２３年度全国高等学校総合体育大会

学校別総合成績第１位

昭和第一学園
高等学校
自転車競技部

伊藤　邦和

伊藤　和輝

西村　大輝

鈴木　雄策

該当内容該当者名

学校給食運営審議会委員として学校給食行政に貢献寄与平田　俊吉

文化財保護審議会委員として文化財保護に貢献寄与宮崎　光一

スポーツ推進委員として社会教育行政に貢献寄与保坂　俊幸



（７） 教育委員会組織図
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（平成24年4月1日現在） 

澤    利  夫  新 土 　 克 也  

教   育   長  教   育   部  

庶 務 係
施 設 係
学校建替等担当係 
 

管 理 係
学 務 保 健 係
 

指 導 係
教 職 員 係
 
 
 
 
 
 
 
 

教 育 相 談 係
 

給 食 管 理 係
第一共同調理場係 
第二共同調理場係 
新共同調理場準備係 
 管 理 係
生 涯 学 習 係
市 民 交 流 大 学 係  
柴 崎 学 習 館 係  
砂 川 学 習 館 係  
西 砂 学 習 館 係  
高 松 学 習 館 係  
錦 学 習 館 係
幸 学 習 館 係
文 化 財 係
 管 理 係
ス ポ ー ツ 振 興 係  
泉 市 民 体 育 館 係  
主 査
 管 理 係
サ ー ビ ス 第 一 係  
サ ー ビ ス 第 二 係  
調 査 資 料 係
柴 崎 図 書 館 係  
上 砂 図 書 館 係  
西 砂 図 書 館 係  
多 摩 川 図 書 館 係  
高 松 図 書 館 係  
若 葉 図 書 館 係  
主 査

教 育 総 務 課  

小 林 　 健 司 

 
学 務 課  

小 林 美 佐 子  

 
指 導 課  

並 木 　 浩 子 
（ 統 括 指 導 主 事 ） 
宇 山 　 幸 宏 
（ 指 導 主 事 ３ 名 ） 

桐 井 　 裕 美 
堀 田 　 智 暁 
宇 野 　 賢 悟 

 
特別支援教育課 

亀 井 寿 美 子 

 
学 校 給 食 課  

近 藤 　 忠 信 

 

 

 
生 涯 学 習  
推進センター  
早 川 　 律 康 

 

 

 
ス ポ ー ツ  
振 興 課  
五 十 嵐 敏 行 

 

 

 

図 書 館  

小 宮 山 克 仁 
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（８） 事務分掌

事　　　務　　　分　　　掌係　　　名課　　名
教育委員会会議，公印の統括・管守，公告式，文書関係，規則・
訓令，情報公開，個人情報保護，秘書，渉外，儀式，表彰，重要
文書の審査，職員の任免その他人事，給与，研修・福利，予算編
成及び決算の統括，課の予算・決算・会計，教育の広報・広聴，
財産管理，教育施設の建設計画調整，委員会事務の総合調整・庁
中取締り，学校施設の利用，他の課・係に属しないこと

庶 務 係教育総務課

学校教育施設の建設計画，校地の設定・変更，営繕・保全施 設 係
立川市立第一小学校建替え, 公立学校施設等防衛補助, 公立学校施
設整備費補助, 防音事業関連維持事業, 公立学校の補助に係る財産
処分

学校建替等担当係

文書関係，課の予算・決算・会計，学校の会計，学校の物品管理
の統括，学校の契約事務の統括，教材・教具の整備，課内他の係
に属しないこと

管 理 係学 務 課

学校の設置・廃止，特別支援学級を除く学級編成，就学・転学・
通学その他学籍関係，特別支援学級を除く通学区域，児童・生徒
の就学援助，学事調査統計, 学校の環境衛生,教職員・児童・生徒
の保健衛生，学校医・学校歯科医・学校薬剤師，児童・生徒の安
全，独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付，児
童・生徒の災害保険

学 務 保 健 係

文書関係，課の予算・決算・会計，教育課程・教科内容の指導，
学校経営・学習指導・生活指導の指導助言，教科用図書の採択，
教職員の研修・指導，特別支援教育の指導助言，教育研究，課外
クラブ・科学センター，学校教育サポートセンター，課内他の係
に属しないこと

指 導 係指 導 課

教職員の人事，服務，給与・旅費・公務災害補償，福利厚生教 職 員 係
教育課程，学習指導，その他学校教育における専門的事項の指導指 導 主 事
文書関係, 課の予算・決算・会計, 特別支援教育の振興, 特別支援学
級の設置・廃止・学級編成, 特別支援教育に係る通学区域, 教育相
談, 特別支援教育に係る児童・生徒の就学・転学・入級の相談, 障
害のある児童・生徒関係各委員会, 児童・生徒の就学奨励費, 適応
指導教室, 副籍事業の地域指定校の手続き

教 育 相 談 係特 別 支 援
教 育 課

公印の管守，文書関係，課の予算・決算・会計，学校給食に係る
企画及び調整，第一調理場及び第二調理場の給食費の経理，学校
給食運営審議会，中学校給食に係る企画・調整，献立，調理・配
送の指導，給食用材料の調達・管理，給食費の経理，課内他の係
に属しないこと

給 食 管 理 係学校給食課

第一調理場の管理運営，学校給食の指導・調査・調整の統括，衛
生・献立・調理・栄養指導，第一調理場の献立・調理・配送・給
食用材料の調達・管理

第一共同調理場係

第二調理場の管理運営・学校給食の衛生・献立・調理・栄養指導
の総括，学校給食の指導・調査・調整，第二調理場の献立・調理・
配送・給食用材料の調達・管理

第二共同調理場係

新学校給食共同調理場整備新共同調理場準備係
文書関係，課の予算・決算・会計，学習館の管理運営の統括，生
涯学習推進審議会，生涯学習推進計画・事業の調整，社会教育関
係付属機関委員・専門委員の任免調整，社会教育施設の建設計画，
生涯学習情報システム，学習等供用施設の管理運営・維持管理，
林間施設の管理運営，センター内他の係に属しないこと

管 理 係生涯学習推
進センター
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事　　　務　　　分　　　掌係　　　名課　　名
生涯学習の奨励・援助・調査・研究，社会教育委員，社会教育団
体の登録・育成，社会教育の講座・教室等の実施，家庭教育の支
援・奨励，学習館の講座・事業の統括，生涯学習情報の収集・提
供・相談，市民文化祭の実施

生 涯 学 習 係生涯学習推
進センター

市民交流大学の運営・付属機関・講座・教室等の実施市 民 交 流 大 学 係
各学習館の管理運営，施設・設備・物品の維持管理および使用，
企画・調整，関係団体の連絡，講座・教室・事業等の企画運営・
市民参画組織の支援，生涯学習情報の提供・学習相談，視聴覚関
係事業の実施・ライブラリーの管理運営

柴 崎 学 習 館 係
砂 川 学 習 館 係
西 砂 学 習 館 係
高 松 学 習 館 係
錦 学 習 館 係
幸 学 習 館 係

文化財の保護，調査・研究・資料収集，保護思想の普及，文化財
保護審議会，文化財保護調査員，歴史民俗資料館・川越道緑地古
民家園の管理運営

文 化 財 係

公印の管守，文書関係，課の予算・決算・会計，社会体育施設の
管理運営・建設計画，都市公園の管理運営，課内他の係に属しな
いこと

管 理 係ス ポ ー ツ
振 興 課

スポーツ推進委員，社会体育の奨励・援助・調査・研究・資料の
収集，社会体育指導者の研修，社会体育のための学校施設の利用，
スポーツ振興審議会

ス ポ ー ツ 振 興 係

泉体育館の管理運営，当該活動の企画・調整，施設・設備・物品
の維持管理および使用

泉 市 民 体 育 館 係

指定管理者の導入等に係る特定事項主 査
公印の管守，文書関係，図書館の予算・決算・会計，中央図書館
の施設・設備・物品の維持管理，女性総合センター施設の維持管
理，図書館協議会，図書館運営の企画・調査・研究，電子計算処
理・組織の維持管理，事業の広報，図書館内他の係に属しないこ
と

管 理 係図 書 館

図書館資料・外国語資料・視聴覚資料・青少年のための資料の収集・
整理・保存・利用，資料の閲覧・貸出，図書館活動の企画・調整，
読書案内・相談，利用者援助，読書会・講演会等の開催・奨励，
利用団体，関係機関の連絡

サ ー ビ ス 第 一 係

児童資料の収集・整理・保存・利用，資料の閲覧・貸出，図書館
活動の企画，読書案内・相談，利用者援助，障害者の利用の援助，
図書館活動に係るボランティアの育成援助，読書会・講演会等の
開催・奨励，利用団体

サ ー ビ ス 第 二 係

参考調査資料・郷土資料・行政資料等の収集・整理・保存・利用，
資料の閲覧・貸出，図書館活動の企画，調査研究の援助・情報提
供，読書会・講演会等の開催・奨励

調 査 資 料 係

各図書館の施設・設備・物品の維持管理，図書館資料・視聴覚資
料・郷土資料・行政資料等の収集・整理・保存・利用，資料の閲
覧・貸出，図書館活動の企画，読書案内・相談，利用者援助，読
書会・講演会等の開催・奨励，利用団体

柴 崎 図 書 館 係
上 砂 図 書 館 係
西 砂 図 書 館 係
多 摩 川 図 書 館 係
高 松 図 書 館 係
若 葉 図 書 館 係

指定管理者及び自動貸出機の導入等に係る特定事項主 査
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（９） 教育委員会職員数

（平成２４年４月１日現在）

合

計

嘱
託
職
員

再
任
用
職
員

小

計

警

備

管
理
用
務

一
般
用
務

調

理

機
械
整
備

ボ
イ
ラ
ー

栄

養

士

社
会
教
育

一
般
事
務

係

長

課

長

部

長

職　名

所　属

１１１教 育 委 員 会
２１１３１７３１９３１教 育 総 務 課

教　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　

部

４４３１庶 務 係
８１２５２２１施 設 係
３１２１１学校建替等担当係
１０１０７２１学 務 課
４４３１管 理 係
５５４１学 務 保 健 係
１０１０６２２指 導 課
４４３１指 導 係
４４３１教 職 員 係
１４１１３１１１特 別 支 援 教 育 課
１３１１２１１教 育 相 談 係
５２２０１３１１８４５４*１学 校 給 食 課
９２７２４１給 食 管 理 係
２０９１１９１１第一共同調理場係
２０９１１９１１第二共同調理場係
２２１１新共同調理場準備係長
４４１６２８１１６１０１生涯学習推進センター
５１４３１管 理 係
４４３１生 涯 学 習 係
４４３１市 民 交 流 大 学 係
６３３２１柴 崎 学 習 館 係
４２２１１砂 川 学 習 館 係
３１２１１西 砂 学 習 館 係
３１２１１高 松 学 習 館 係
３２１１錦 学 習 館 係
４２２１１幸 学 習 館 係
７４３２１文 化 財 係
１５２１３１７４１ス ポ ー ツ 振 興 課
６２４１２１管 理 係
４４３１ス ポ ー ツ 振 興 係
３３２１泉 市 民 体 育 館 係
１１１主 査
６８２０４８３６１１１図 書 館
４４３１管 理 係
２０８１２１１１サ ー ビ ス 第 一 係
７７６１サ ー ビ ス 第 二 係
５５４１調 査 資 料 係
３１２１１柴 崎 図 書 館 係
５１４３１上 砂 図 書 館 係
６３３２１西 砂 図 書 館 係
５２３２１多 摩 川 図 書 館 係
５２３２１高 松 図 書 館 係
６３３２１若 葉 図 書 館 係
１１１主 査
１３９８０５９２１３０８小 ・ 中 学 校
３７４１５０４２２００１２５４９００１２５９２８３７９１計

　　　　　　　　　　　　　　　*再任用課長



２．平成２４年度　教育部の運営方針
　

（１） 運営方針と課題
　

　２１世紀を担う子どもたちが人間性豊かに成長し、夢をもって生きることのできる社会の実現と、

市民一人ひとりが生きがいのある人生を送ることのできる生涯学習社会の実現を目指し、教育目

標に基づき、積極的に教育行政を推進する。

Ⅰ．学校教育の充実

　学校教育では、教育目標の達成のために学校教育振興基本計画の推進に引き続き取り組んでい

くが、子どもたちの「生きる力」をより一層はぐくむことを目指した新学習指導要領が、中学校

でも完全実施となることから、新しい教育課程の適切な編成と適正な実施にむけて取り組んでい

く。現在、立川市の子どもたちの学力は東京都平均並であるが、平均以上の学力を目指し、教育

委員会が主体となって新たな取り組みを行う。また、特別に支援が必要な子どもたちが増えてい

る状況を考え、すべての子どもたちが安心して学校生活を送ることができるよう、特別支援教育

のより一層の充実を図る。

　また、安全・安心な学校給食を提供するため、引き続き食材の放射能検査を実施する。

　①学校施設環境の整備

　第一小学校校舎等建替えについては、仮設校舎の建設を行うとともに、既存校舎の解体及び

新校舎の建設に着手する。また、学校校舎等の老朽化対策として学校要望に沿った改修工事等

に取り組むほか、校庭の芝生化や中学校の水飲栓直結給水化工事を行う。

【主な課題事項等】

　・　学校施設の老朽化対策（施設保全計画に基づいた早急な大規模改修）に伴う予算の確保

　・　第一小学校校舎等建替え（複合化施設）についての学校、地域及び保護者の理解・協力

　②特別支援教育の充実

　支援が必要なすべての子どもたちに、就学前からの適切な教育支援を行うことを基本的な考

え方として特別支援教育を推進する。特に、就学相談や教育相談を一体的に扱う特別支援教育

課を新設し、旧庁舎に配置することで子ども家庭支援センターとの連携の下、途切れのない相

談・支援体制の構築を図る。また、第三中学校に情緒障害等通級指導学級を新たに設置するほ

か、第八中学校にエレベーターなどのバリアフリー化工事を行い、特別支援教育の充実を図る。

【主な課題事項等】

　　・　国の調査では約６％といわれる通常の学級に在籍する発達障害等の児童生徒への支援の充実

　・　適応指導教室「たまがわ」の見直しによる不登校生徒へのより一層の支援・充実

　③学力向上の推進

　少人数指導による学力の定着と向上、若手教員の育成等研修の充実を図る。また、小学校、

中学校合わせて３校を「学力向上推進研究校」に指定し、地域と連携を図った授業改善のほか

土曜日や長期休業等を活用した補習事業を行い、児童・生徒の学力向上を図る。
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【主な課題事項等】　　

　・　学校支援のための様々な支援員の充実

　・　学校教育への市民の参加など市民との連携・協働の促進

　④豊かな心の教育の推進

　道徳授業地区公開講座、中学校職場体験、ボランティア活動体験などを通じて、児童生徒の

人権感覚や自己肯定感を高め、対人関係能力の向上を図る。

また、小学校同様に中学校の学校図書館を充実するため、中学校図書室協力員の配置時間を拡

大し、学校での読書活動の推進によって、読書する心、探究する心をはぐくんでいく。

【主な課題事項等】

　・　職場体験活動等の体験的な活動を一層多様化するための協力事業所の拡大

　・　中学校図書室協力員の充実による中学校図書館の運営支援

　⑤学校ICTの推進

　情報化社会を生きる情報活用能力を育成するICT教育を充実するため、コンピュータの更新

及び研修による教員のICT教育力の向上を図る。また、学校図書館の環境整備に向け、学校図

書館システムを中学校全校に導入する。

【主な課題事項】

　・　 ICT教育推進のための教員研修の充実

　・　財源の確保

　⑥教育センターの活用

　教育センター機能の核である学校教育サポートセンターによる若手教員の育成と学校経営支

援機能の充実を図る。

【主な課題事項等】

　・　学校教育サポートセンター機能の一層の活用

　⑦食教育の充実

　平成２１年４月から施行された改正学校給食法では、学校給食を活用した食育の指導が規定さ

れている。食教育で朝食の大切さなどを指導してきたが、文部科学省実施の「全校学力・学習

状況調査」のデータでも、朝食をきちんと食べている子どもの方が不規則な子どもに比べテス

トの正解率が高いとの結果がでている。

　児童生徒が「食」への関心を高め、望ましい食習慣と自己管理能力等を身につけるため、食

に関係する教科の時間に栄養士が教師とともにチームティーチング方式で教壇に立つとともに、

農業生産者の方にも学校に来ていただき、食教育支援指導を積極的に推進していく。

【主な課題事項等】

　・　中学校については、授業時間の確保の問題があるため調整を図ることが難しい

　⑧新学校給食共同調理場の整備促進

　平成２５年度からの供用開始に向け、建設、リハーサル等を行う。
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【主な課題事項等】

　・　事業者による建設内容について要求水準書、事業提案等との照合、確認

　・　施設のインフラ整備等についての関係機関との調整　

Ⅱ．生涯学習社会の実現 

　「第４次生涯学習推進計画」、「第３次スポーツ振興計画」、「図書館基本計画」及び「第２次子

ども読書活動推進計画」を引き続き推進し、市民が健康で豊かな人生を生き生きと送ることがで

きるよう様々な施策に取り組んでいく。

　平成２５年度に開催される第６８回国民体育大会に向けては、引き続き立川公園野球場と泉市民体

育館の改修工事を行う。３年目を迎える指定管理者制度が導入された柴崎市民体育館及び幸・錦

図書館では、評価・検証を進めるとともに、八ヶ岳山荘は５年間、学習等供用施設は３年間の新

たな指定管理の１年目となり、より一層の市民サービスの向上に努めていく。

　①たちかわ市民交流大学の充実　

　市民企画講座、団体企画型講座、行政企画講座の３種類の講座からなる開講して５年目を迎

える市民交流大学は、記念事業を実施して市民への啓発を図るとともに、生涯学習市民リーダー

とのより一層の連携を図り、さらに市民力を活かした講座の実施を目指す。また、市内にある

大学との連携を強め、新たな学習機会の拡大を図る。 

【主な課題事項等】 

　・　市民交流大学の市民認知度の向上

　・　行政企画講座への市民参加の拡大

　②地域学習館の充実

　平成２２年度に発足した地域学習館運営協議会は３年目を迎えることから、学習館利用者や地

域団体との連携をより一層強化し、地域ニーズを反映した講座を企画・実施し、学んだ成果を

少しでも地域づくり、地域課題の解決につなげることができるよう取り組んでいく。 

【主な課題事項等】 

　　・　各地域学習館に立ち上げた運営協議会による「生涯学習からはじまるまちづくり」の推

進役としての機能の向上

　③スポーツ活動の支援・促進 

　より多くの市民がスポーツに親しみ、健康増進につながるよう支援・促進に努める。「生涯ス

ポーツのまち」づくりを推進するため、平成２３年度に地区体育会と連携して全１２地区に地域ス

ポーツクラブを創設しているが、平成２４年度は全地区でジュニア育成事業を行うほか、特に３

地区を重点モデル地区として事業を行う。また、指定管理者制度を導入した柴崎市民体育館は、

自主事業やスポーツ医科学事業の充実を図り、より一層の市民サービスの向上に努める。

【主な課題事項等】 

　・ 地域スポーツクラブの創設に向けての地区体育会の理解 

　・　柴崎市民体育館の更なる市民サービスの向上と効果的・効率的な運営の評価・検証
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　④市民や地域の知的・創造活動の推進 

　市民の学習活動や読書活動を支援するために図書館機能を充実するとともに、ボランティア

と連携し、子どもの読書活動の推進を図る。また、指定管理者制度を試行導入した幸・錦図書

館は、より一層の市民サービスの向上に努める。

【主な課題事項等】 

・　中央図書館を核として地区図書館の効果的、効率的運用を進める（自動貸出機などの導入検討）

・　幸・錦図書館に試行導入した指定管理者制度の評価・検証と他の地区図書館への拡大検討

・　図書館情報システムの更新に向けてのシステム構築 

（２） 重点取り組み項目（個別事業）

　①第一小学校建替事業（教育総務課）≪施策：学校教育の充実≫

　学力向上に向けての多様な学習形態への対応、安全で安心かつゆとりとうるおいがあり、環

境・防災にも配慮するとともに、生涯学習をはじめ地域での様々な活動を支える機能を付加す

ることで地域コミュニティの構築、異世代間の交流が可能となる「地域に愛される学校」を目

指す。平成２４年度は、仮設校舎の建設・引越を行うとともに、既存校舎の解体及び新校舎の建

設に着手する。

②小学校維持管理・中学校維持管理「小・中学校施設の老朽化への対応」（教育総務課）≪施

策：学校教育の充実≫

　子どもたちが安全・安心な学校生活を送ることができるよう、学校やPTAから要望の多い

プール、不具合の多い放送設備などの学校施設・設備のほか、校長室・職員室の空調を改修し、

良好な教育環境を維持する。

③小学校施設改修事業「学校校庭芝生化の推進」【市長公約】（教育総務課）≪施策：学校教育

の充実≫

　児童が緑とふれあう機会を増やすとともに、環境を大切にする心の育成を目的として、東京

都補助を活用し、第三小学校及び第四小学校の校庭の芝生化工事を行うとともに、新生小学校

の芝生の維持管理に努める。

④中学校施設改修事業「特別支援教育の推進」【市長公約・新規】（教育総務課）≪施策：学校

教育の充実≫

　平成２５年度に車イスを使用する生徒の入学が予定されている第八中学校に、エレベーターの

設置及び学校内のバリアフリー化を進め、より良い学校生活が送れるよう支援する。

⑤小学校運営・中学校運営「地域の防災拠点となる学校設備の充実」【新規】（学務課）≪施策：

学校教育の充実≫

　３.１１震災発生時に市内の学校では、本部となる校長室等にテレビがなく情報収集と指示が適

切にできない状況にあった。東日本大震災を踏まえた文部科学省の緊急提言でも、学校は地域

における防災拠点と位置付けられていることから、今回の教訓を活かし、地上デジタル放送対
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応テレビを各校の本部となる校長室等に設置する。

⑥中学校普通教育振興「学校図書館システムの充実」（学務課）≪施策：学校教育の充実≫ 

　学力向上の基礎をつくるとともに豊かな心の教育を推進するため、調べ学習や授業に必要な

図書がすぐ検索できる学校図書館システムを中学校９校に導入する。これにより、全小・中学

校に学校図書館システムの導入が完了し、適正な蔵書管理、スムーズな貸出・返却を行うこと

ができるようになる。

⑦小学校普通教育振興・中学校普通教育振興「学校ICTの推進」（学務課）≪施策：学校教育の充実≫

　より良い学校ICT教育を推進するため、再リース中の小学校教育パソコン、小・中学校教職

員パソコン等の更新を行うほか、情報セキュリティ確保のため、ウイルス対策ソフトの更新を

行う。

⑧学力向上事務【市長公約・新規】（指導課）　≪施策：学校教育の充実≫

　現在の東京都平均並みの学力を東京都平均以上の学力の達成を目指すため、新たに小・中学

校合わせて３校を「学力向上推進研究校」に指定し、授業改善のほか土曜日や長期休業等を活

用した補習学習の取組を支援して子どもたちの学力向上を図る。

⑨教育事業事務「スクールソーシャルワーカー事業の充実」（指導課）≪施策：学校教育の充実≫

　児童・生徒の問題行動の背景には、心の問題やとりまく様々な環境が関連していることが多

い。平成２２年度から活用を始めたスクールソーシャルワーカーは、学校だけでは対応できない

児童・生徒の関わる環境に働きかける役割を果たし、大きな成果をえることができた。しかし、

東京都の制度では予算が限られているため年間を通した配置ができず、児童・生徒及び保護者

への支援が途切れてしまうため、一部市が独自予算で配置し、年間を通した支援を行う。

⑩教育事業事務「中学校図書室協力員の充実」（指導課）≪施策：学校教育の充実≫

　生徒の読書力の向上を目指し、学校における読書環境の整備を図るため、中学校には図書室

協力員（有償ボランティア）を配置している。平成２４年度からは、教員との緊密な連携のもと、

より一層の学校図書館の利活用の促進を図るため、図書室協力員の配置時間を拡大し充実を図る。

⑪新学校給食共同調理場整備運営事業（学校給食課）≪施策：学校教育の充実≫

　平成２５年度からの供用開始に向け、施設の建設を行うとともに、運営に関する協議を進め、

リハーサル、開所式等を行う。

⑫放射線関連測定「学校給食食材の放射性物質検査の実施」（学校給食課）≪施策：学校教育の

充実≫

　市場に流通している食材は安全なものであるが、保護者の不安を払しょくすることを目的に、

月に１回（保育園と合わせて月に２回）放射性物質検査を実施する。
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⑬市民交流大学運営事業（生涯学習推進センター）≪施策：生涯学習社会の実現≫

　市民交流大学運営事業の充実。「生涯学習からはじまるまちづくり」と「市民力で創る生涯学

習」をより一層推進するため、開講５年目の機会に、記念事業としてシンポジウムや講演会、

ミニコンサート等を実施し、市民の認知度と学習意欲の向上を図る。

⑭歴史・民俗普及活動事業【新規】（生涯学習推進センター）≪施策：新しい立川文化の創造≫

　文化財案内板を更新し、立川市の歴史・民俗の普及・啓発に努めていく。

⑮平和・人権学習事業「立川市平和都市宣言２０周年事業の実施」【新規】（生涯学習推進センター）

　≪施策：生涯学習社会の実現≫

　立川市が平和都市宣言をして２０周年を迎えることから、総務課等関係各課と連携し、講座、

講演会、バス見学会等を実施し、平和の尊さについて市民の意識を高める。

⑯国民体育大会関連施設等整備事業「泉市民体育館の施設改修事業」（スポーツ振興課）　≪施

策：学習・スポーツ活動≫

　平成２５年度に開催される第６８回国民体育大会に向け、引き続き第一体育室の床、第二帯域室

の照明設備等施設改修と耐震補強等を行い、市民の利便性の向上に資する整備に取り組む。

⑰国民体育大会関連施設等整備事業「立川公園野球場の施設改修」（スポーツ振興課）≪施策：

学習・スポーツ活動≫

　平成２５年度に開催される第６８回国民体育大会に向け、引き続き第２期工事のグランド整備等

の施設改修を行い、市民の利便性の向上に資する整備に取り組む。

⑱スポーツ普及奨励活動事業「地域スポーツクラブ・ジュニア育成事業」【市長公約・新規】

（スポーツ振興課）≪施策：学習・スポーツ活動≫

　子どもから高齢者まで、また体力の違いにかかわらず、全ての人が地域でスポーツを楽しむ

ことができる「生涯スポーツのまち」づくりを推進するため、平成２３年度地域スポーツクラブ

として認められた全１２地区体育会において、ジュニアスポーツの振興を図るための事業を行う。

⑲競技会等の開催・派遣事業「立川シティハーフマラソンの実施」【市長公約】（スポーツ振興

課）≪施策：学習・スポーツ活動≫

　平成２３年度に、子どもから大人まで市民が楽しめる「立川シティハーフマラソン」を創設し、ス

ポーツの振興と合わせて産業振興を目的に地域の活性化を図るため、様々なイベントも開催して賑

わいを創出したが、平成２４年度は、より多くの市民の方々が参加し楽しめる内容に充実を図る。

⑳図書館事業管理運営「新図書館情報総合システム構築の推進」【新規】（図書館）≪施策：学

習・スポーツ活動≫

　平成２５年６月にリース期間が満了する「図書館情報総合システム」の更新と、図書の貸出・

返却業務（窓口業務）の効率化や利用者のプライバシー保護の強化を図るため、自動貸出機の

導入に向けて、システム設計構築業者の選定作業などに着手する。
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澡図書館事業管理運営「ブックポストの増設」【新規】（図書館）≪施策：学習・スポーツ活動≫

窓口サービスセンターが臨時的にアイムに移ることから、現在センターに設置しているブック

ポストは撤去することになる。仕事等で来館が困難な利用者層の利便性の向上を引き続き図る

ため、ＪＲ立川駅北口交番前にブックポストを設置する。なお、将来的には、新設される窓口

サービスセンターにスペースを確保し設置する。

（３） 見直し・縮小・廃止事業

①教育事業事務「学校生活協力員」（指導課）≪施策：学校教育の充実≫

　現在、小学校入学時の児童が、入学後の早い段階で学校生活に慣れて、落ち着いて授業を受

けられるようにすることを目的に、全小学校の第一学年の児童３１人以上のクラスに、担任の補

助として学校生活協力員を配置しているが、小学校第一学年の学級編制規準の引き下げに伴い

配置学級を減らす。

②視聴覚事業（生涯学習推進センター）≪施策：生涯学習社会の実現≫

　映像媒体の変化と機器の技術革新による情報伝達の多様化に伴い、行政が担うべく視聴覚事

業について見直しを行い、１６ミリ映写機講習会及び映写機操作謝礼、定例映画会を廃止し、所

蔵１６ミリフィルムの整理を行う。

③図書館事業管理運営（図書館）≪施策：行政手法等の改革≫

　地区図書館への指定管理者制度導入について検討、事業者公募等。試行導入している２つの

地区館の指定管理者制度についての評価・検証に基づき、平成２５年度からの他の地区図書館へ

の拡大を検討し、事業者公募等を進める。 
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３．平成２４年度予算のあらまし
　

　立川市の平成２４年度一般会計予算額（歳出）の総額は、６７１億１,３００万円で、前年度当初予算に

比べ、１億１,８００万円増（プラス０.２％）となっています。このうち教育予算額は７７億８,９８５万６千円

で、前年度当初予算に比べ、６億１,４５８万３千円の減。一般会計に占める教育予算額の割合は、前

年度から１％減の１１.６％となっています。

①平成２４年度一般会計予算額（歳出）に占める教育予算額の割合　　　　　　　　（単位：千円）

②平成２４年度教育予算額（歳出）の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

－39－

一般会計歳出 
67,113,000

議会費 
499,928  0.7%

総務費 
7,170,021 
10.7%

土木費 
6,269,773 
9.3%

消防費 
2,607,864 
3.9%

教育費 
7,789,856 
11.6%

公債費 
4,664,567 
7.0%

労働費  138,815  0.2  %
農林費  235,285  0.4  %
商工費  363,297  0.5  %
予備費    50,000  0.07%

民生費 
32,490,426 
48.4%

衛生費 
4,833,168 
7.2%

小学校費 
2,346,326 
30.1%

教育費 
7,789,856

保健体育費 
1,859,279 
23.9%

幼稚園費 
320,654 
4.1%

教育総務費 
811,924 
10.4%

中学校費 
920,667 
11.8%

社会教育費 
1,531,006 
19.7%
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③平成２４年度教育予算額（歳出）の対前年度比較　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

前年度比
Ｃ／Ｂ（％）

増減額　Ｃ
（Ａ－Ｂ）

２３年度当初
予算額　Ｂ

２４年度当初
予算額　Ａ

予算科目

－７.３％△ ６１４,５８３８,４０４,４３９７,７８９,８５６教　　　育　　　費

１０.２％７５,０７７７３６,８４７８１１,９２４教 育 総 務 費

１２.７％５９,５４６４７０,２１３５２９,７５９教 育 委 員 会 費

５.８％１５,５３１２６６,６３４２８２,１６５教 育 指 導 費

－０.７％△ １６,６５０２,３６２,９７６２,３４６,３２６小　 学　 校　 費

－７.４％△ ８８,４９７１,１９３,６４１１,１０５,１４４学 校 管 理 費

－４.０％△ １０,３４１２６１,２７０２５０,９２９教 育 振 興 費

１.８％１,８８８１０５,４３８１０７,３２６学校保健体育費

１０.０％８０,３００８０２,６２７８８２,９２７学校建設整備費

－２９.４％△ ３８３,１９２１,３０３,８５９９２０,６６７中　 学　 校　 費

－１.８％△ ７,３８８４１９,３２６４１１,９３８学 校 管 理 費

－１５.２％△ ３７,９５８２４９,５７４２１１,６１６教 育 振 興 費

０.４％７１６１７２,９１８１７３,６３４学校保健体育費

－７３.３％△ ３３８,５６２４６２,０４１１２３,４７９学校建設整備費

－５.３％△ ８６,１５９１,６１７,１６５１,５３１,００６社　会　教　育　費

－６.１％△ ５０,７７０８３５,２９３７８４,５２３社会教育総務費

－０.７％△ １,３００１８２,３７３１８１,０７３生涯学習振興費

－４０.３％△ １７,０３８４２,２７１２５,２３３文 化 財 保 護 費

－５.４％△ ４,２３７７８,００８７３,７７１学習等供用施設費

－２.７％△ １２,８１４４７９,２２０４６６,４０６図 書 館 費

－１０.４％△ ２１５,７１２２,０７４,９９１１,８５９,２７９保　健　体　育　費

－３５.０％△ ５１５,４４５１,４７１,０１２９５５,５６７保健体育総務費

１５.０％３４,６４６２３０,３１９２６４,９６５体 育 館 費

－６.４％△ １０,４７５１６４,４８５１５４,０１０体 育 施 設 費

１３１.７％２７５,５６２２０９,１７５４８４,７３７共同調理場運営費

３.９％１２,０５３３０８,６０１３２０,６５４幼　 稚　 園　 費

３.９％１２,０５３３０８,６０１３２０,６５４幼 稚 園 費

④教育予算額（歳出）の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

２４年度予算２３年度予算２２年度予算２１年度予算２０年度予算区　　　分

６７,１１３,０００６６,９９５,０００６４,３５０,０００６５,４９５,０００６２,７９６,０００市　一　般　会　計

７,７８９,８５６８,４０４,４３９６,９２１,４２１７,５００,９２３８,２０１,００４教　　　育　　　費

８１１,９２４７３６,８４７７５１,４３０６９６,０２４６８４,３２６教 育 総 務 費

２,３４６,３２６２,３６２,９７６１,５９９,０８７２,２０９,６３９２,２１５,９０８小 学 校 費

９２０,６６７１,３０３,８５９９７７,９７２１,２４２,１２５１,６７９,４４３中 学 校 費

１,５３１,００６１,６１７,１６５１,６４５,９１４１,７９４,０１５１,９２４,２８５社 会 教 育 費

１,８５９,２７９２,０７４,９９１１,６３５,０３０１,２６６,１２８１,４０３,７７０保 健 体 育 費

３２０,６５４３０８,６０１３１１,９８８２９２,９９２２９３,２７２幼 稚 園 費

△７.３２１.４△７.７△８.５４.４教育費の対前年度比（％）

１１.６１２.６１０.８１１.５１３.１教育費の対市一般会計比（％）


